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ぼ ” 紅葉 の 香 嵐 渓 や 奥 浜 名 の 古 幣 を めぐ る 


大 井川 鐵道 で 南ア ルプ ブス の 山 懐 へ 


日 本 平 ホ テル か ら 雄 大 な 富士 の 絶景 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 株 ) 


出発 地 3 人 1 室 1 人 ] 室 


| 


原 天 | 135,000 円 139,.000 円 159.000 円 
5 東 133,000 円 137,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 の 共同 募集 コー ス で す 。 泊 乗 上 は 初 

最終 日 静岡 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 

錠 和 大 鉄 訟 光 バ ス の いずれ か ※ 部 屋 タイ プ : 洋 

着 、 現 地 合 流 に つい て は P59 を ご 和 照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ 
ー ジ で す 。 ※ 大 井川 道 ・ 本 線 で は 、 1 月 21 日 発 は SL ( 落 気 機 
閲 車 )、11 月 28 日 発 は EL (電気 機関 車 ) が 率 引 し ます 。 


ee 
奥 大 井 湖 上 駅 
= 列車 一 船 せる その 他 


行程 


ーー バス 当 大 空 機 … 徒 歩 


つ 番 周 渓 (東海 略 一 の 紅葉 名 所 、 折 川 

ー ク ラ ア クト シテ ィ 浜松 泊 (季節 の 会 席料 理 夕食 ) 
午前 : 宿 一 奥 浜 名 湖 ・ 龍 寺 (井伊 家 の 苦 提 守 、 小 穫 州 作 の 池 泉 監 反故) 
つ 方 広 寺 (臨済宗 の 大 本 山 、 紅 工 に 包ま れる 重文 の 爺 監 ) つ 森 ・ 小 國 神 社 ( 涼 州 
國 一 宮 、 宮 川沿 い の 紅葉 ) 午後: 日本 平 ホテ ル 泊 ( 巡 大 な 高士 を 防 め られ る 日 本 
平 ツイ ン 利用 、 フ ラン ス 料 理 フル コー ス ディ ナー) 

午前 : 宿 一 新 金 人 井川 銘 道 ・ 本 線 (SL また は EL に 乗車) = 千 豆 = 南 アル 
プス あぶ と ライ ン = 接 旭 峡 温泉 つ (眼下 に 奥 大 井 湖上 駅 の 眺め ) つ 金谷 っ 


彩り )ー タ 刻 : オ 


ヶ 最 少 催 行人 貞 : 10 名 


SS 日 本 平 ホテ ル ccc の 2 
日 本 平 ホテ ル か ら は 三保 松原 、 駿 河 湾 、 そ し て 富士 の 
雄大 な 絶景 を 楽し め ま す 。45mi で 広め の お 部 屋 、 大 き 
な 窓 と パル コニー 付き の 日 本 平 ツイ ン か ら は る その 眺め 
を 独り 占め で す 。 夕方 人 時 頂 に 到着 、 翌朝 は 10 時 過ぎ の 
出発 と な り 、 約 18 時 間 滞 在 し ます 。 


き 
っ 


フル コー ス デ ィ ナ ー 


お 部 屋 バ ルコ ニー か 


日 本 平山 頂 に 赴 つ ホテ ル ら の 眺め 


》 お いし さ 
うま さ ぎ っ し り 新 潟 ガス トロ ノミ ー 
秋色 の 風景 と 満喫 グル メ 旅 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 


3 人 1 DPWE3 
133,000 円 135,000 円 142.000 円 
148.000 円 


| 出発 日 | 出発 地 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 泊 信 言 は 初日 新 潟 補 潜 また は 新雪 駅 か ら 最 終日 新 潟 尿 また は 新 
渦 宅 港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 パス 会 社 : 新湯 交通 また は 昭和 観光 また は 新潟 中 内観 光 バ パス ※ 部 屋 
いて は P59 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 


行程 


つ 新 潟 すし 三昧 「 極 み 」 昼食 弥彦 公園 (朱色 の 携 月 格 と 紅葉 が 織り な す 景 色 ) 
つ 届 彦 神社 (神秘 的 な 雰囲気 の 古 社 参り ) つ 弥 彦山 ロー プ ウ ェ イ (空中 より 眼下 


に 紅 菓 、 新 潟 平野 、 日 本 海 を 一 形 ) っ 夕刻 : ホ テル 日 航 新 潟 泊 ( タ 食 は 市 内 料亭 
ド グ ロ や 南 刻 エビ な ど を 使っ た 独 土 料理 を ) 


午前 : 窒 > 今 代 司 (大学 と 試 贅 ) 好 湖 (コハク チョ ウ 日 本 一 の 飛来 地 ) つ … 同 
損 野 川 ライ ン 舟 下り (日 本 百 景 記 華 に 彩 ら れる 奥 阿 賀 の 渓谷 美 ) 皇室 へ 献上 さ 
れ て いる 地元 五泉 産 の 里芋 「 負 選 女 」 を 使っ た 料理 ほか 和 尽 食 > 導 発 田 市 
市 島 氏 (紅葉 が 彩る 水池 を 配 し た 8000 余 二 の 広大 な 回 造 式 | っ タ 刻 : ロ イヤ ル 
テル 泊 ( 藤 か で 圧し い 導 と 湖 に 面 し た お 洒落 な 温泉 リゾ ー ト で 直 ざ の 
コー ズ タ 食 ) 
フラ ワー パー ク な ど ホ テル 周辺 の 観光 を お 楽し み 下さ い 、 希 叶 者 は 巨木 が 上 
在 す る ハイ キン グ コ ー ス ( 約 60 分 ) へ ご 乗 内 、10:30 順 出発 村上 (県 内 是 
の 暇 下 町 、 魚 文化 の 奥深 さ を 知る イ ヨ ボ ヤ 会 館 、 伝 統 的 な 町 屋 を 散策 、 江 戸 時 代 か 
ら 続く 老舗 料亭 で 伝統 的 な 鮭 コ ー ス 料理 昼食 ) 一 岩 舶 港 鮮魚 セ っ 


『 ュ ッ と 詰まっ た 秋 の 新潟 、 美 食 を 通じ て 知る 歴史 や 文化 の 旅 


掲載 No| 
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東京 発 | 6AED5F20 | 本 


大 阪 発 | 6CED5F20 


最少 催行 人 員 : 12 名 


新潟 すし 三昧 「 極 み 」 


村上 伝統 的 鮭 料理 


ーー ョ 


里芋 「 吊 と 女 」 を 使っ た 料理 弥彦 公園 の 紅葉 


新潟 は 北 前 船 の 主要 な 寄港 地 で あり 、 幕 末 に は 横浜 、 
神戸 な ど と も に 開港 五 港 の ひと つ で あり 、 国 内 外 か 

6 質 の 高い 文化 の 流 人 と と も に 食 文化 が 発展 し て き 

まし た 。 こ の 土地 に 内 包 る れ た 歴史 や 文化 を 間 重 し 、 
表現 し 、 昇 華 き せ た 料 理 を 楽し む 旅 。 


